
公開セミナーのご案内 

「豊かな地質と共生する都市環境のあり方」 
  

 土壌・地質中に含まれる重金属等に起因する健康被害は、イタイイタイ病は勿論のこと、今もなお海

外を含めて事例が報告され、問題となっています。日本は自然が豊かであるが故に、自然由来の重金属

も含有されるケースが多数あり、都市の環境管理の観点から、科学的かつシステム的な対応策が今後も

求められます。その事例や方法論について、各分野からの最新の知見をご講演頂きます。 

 

 

主 催：自然由来重金属類評価研究会（WHM） 

日 時：2013 年 5 月 24 日（金） 14:30～17:30 （14:00 開場） 

会 場：国立大学法人富山大学 理学部 Ｂ棟 Ｂ136 号室（一階） 

参加費：無 料 

 

司 会   伊藤 健一  （宮崎大学 国際連携センター 専任講師） 

 

講  演（敬称略） 

 1.「イタイイタイ病から学ぶ公害問題における現代的課題」 

富山大学 経済学部 准教授    雨宮  洋美 

 

 2.「海外で発生しているカドミウム汚染問題と対応（タイ王国での事例紹介）」 

 富山大学 名誉教授    寺西 英豊 

 

 3.「環境問題を克服する都市のあり方」 

自然由来重金属類評価研究会理事・明海大学 不動産学部 准教授    本間  勝 

 

 4.「環境計量分析における電子納品システムの運用と国際動向」 

株式会社 FINEV 代表取締役    光成 美紀 

 

 5. 「イタイイタイ病発生を防ぐための現場調査や試験方法について」 

自然由来重金属類評価研究会会長・富山大学 理学部 教授    丸茂 克美 

 

【参加方法】 

E メールで、氏名、所属、連絡先を明記のうえ、お申し込みください。 

ＷＨＭ事務局 

bureau@workshop-environmetal.com 

mailto:bureau@workshop-environmetal.com


 

富山大学キャンパス地図（富山大学のホームページより転写）。理学部は地図の⑦番です。

理学部の正面玄関にて係員が待機しており、会場である B136 号室にご案内します。 


